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島根県松江市で分離された Streptomyces blastmyceticusである STS1株によるキュウリうど
んこ病に対する抑制効果を調査した。まず、室内実験における STS1 株の培養液の効果を調
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た。一方、STS1株を処理したキュウリでは、定植 60日後でもうどんこ病の発生はほとんど
確認されなかった。また、STS1 株は、LB 寒天培地上において、少なくとも 20～37℃では
生育可能であり、複数の農薬に対して、耐性を示した。これらの結果より、STS1 株は、野
外でのキュウリうどんこ病の防除に利用できる可能が示唆された。 












最後に GT1022 株によるキュウリ立枯病菌（Pythium aphanidermatum）に対する抑制効果
を調査した。GT1022 株は LB 培地を用いた対峙培養法により、立枯病菌の菌糸生育を著し
く抑制した。さらに、GT1022 株の培養液は、立枯病菌の遊走子の発芽を著しく抑制した。








これらの結果から、島根微生物ライブラリーに保存されている S. blastmyceticus である
STS1 株は、キュウリうどんこ病を抑制できることが明らかになった。また、島根県江津市
の土壌から分離された Burkholderia属菌である GT1022 株の培養液は、キュウリ炭疽病及び
キュウリ立枯病を抑制できることが明らかになった。これらのことから、島根微生物ライブ
ラリーに保存されている微生物が、キュウリ病害の生物防除に利用できる可能性が示唆され
た。  
